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は
か

た

福
岡
・博
多
遺
跡
群

所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
上
呉
服
町

調
査
期
間
　
　
第

一
二
〇
次
調
査
Ｂ
区
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
二
月

―
二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
大
庭
康
時

遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
現
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

博
多
遺
跡
群
は
、
博
多
湾
に
面
し
て
形
成
さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
す
る
複
合

遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
群
全
体
の

時
期
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
現

代
に
及
ぶ
が
、
古
代
末
か
ら
中

世
に
か
け
て
の
対
中
国

。
朝
鮮

の
貿
易
拠
点
と
し
て
著
名
で
あ

クＯ
。今

回
の
調
査
地
点
は
、
砂
丘

の
東
側
縁
辺
部
に
あ
た
り
、
古

代
に
は
砂
丘
列
間
の
低
湿
地
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、　
三
二
世
紀
前
半
に
人
為
的
な
埋
め
立
て
が
行
な
わ
れ
、　
一

四
世
紀
に
は
聖
福
寺
の
塔
頭
の
敷
地
と
な
る
。
聖
福
寺
は
鎌
倉
時
代
初
頭
、
朱

か
ら
禅
宗
を
携
え
て
帰
朝
し
た
栄
西
が
、
博
多
在
住
宋
商
人
ら
の
援
助
を
得
て

創
建
し
た
寺
院
で
あ
る
。
前
述
の
一
三
世
紀
前
半
の
埋
め
立
て
は
、
聖
福
寺
創

建
に
関
わ
る
地
業
の
可
能
性
が
あ
る
。

木
簡
は
、
埋
め
立
て
以
前
の
湿
地
に
堆
積
し
た
砂
層
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

こ
の
層
か
ら
は
、
流
れ
込
ん
だ
状
態
の
人
骨
も
出
上
し
て
お
り
、
付
近

（お
そ

ら
く
南
側
）
に
葬
地
が
営
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
砂
層
の
年
代
観
か
ら
、　
三

一世
紀
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「南
元
南
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

さ
援
８

ｏ常

〔務

〕〔研

〕

②

　

「南
元
阿
□
□
□
□

含

∞
ｅ

×

］
Ｐ
×

］

ｏ
ω
〕

ω
は
、
角
柱
の
頭
部
を
板
碑
状
に
削
り
出
す
。
墨
書
は
柾
目
の
面
に
書
か
れ

て
い
る
が
、
肉
眼
で
は
み
え
ず
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
判
読
し
た
。

②
は
、
柾
目
の
薄
い
板
材
で
、
頭
部
を
削
り
出
し
て
卒
塔
婆
形
に
作
る
。
墨
書

は
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
み
え
ず
、
墨
書
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
み
え
る
だ
け
だ

が
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
は
若
千
墨
痕
が
追
え
る
。
「南
元
阿
」
ま

で
は
確
実
で
、
次
は
不
明
瞭
な
が
ら

「弥
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
は
墨
が
み
え

な
い
。
そ
の
下
の
板
に
切
れ
目
が
入
っ
て
め
く
れ
て
い
る
部
分
に
、
鮮
明
な
墨

(福 岡)
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痕
が
み
え
、
字
形
か
ら

「如
」
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
も
う

一
文
字
分
の
墨
痕

が
残
る
が
、
漢
字
の
払

い
の

一
部
が
み
え
る
だ
け
で
、
形
は
つ
か
め
な
い
。
以

上
か
ら
、
本
来
は

「南
元
阿
弥
陀
如
来
」
と
あ

つ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

福
岡
市
教
育
委
員
会

『博
多
』
八
〇

（福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
七
〇

六
、
二
〇
〇
二
年
）

（大
庭
康
時
）

一

匿
Ｔ
え

上
司
よ
留
「
リ

孵
乏

欅

礁

一 rl
i~|

文
化
財
写
真
に
携
わ
る
人
の
必
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

『埋
文
写
真
研
究
』

一
六
号埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
裕
之

特
集
　
フ
イ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
に
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
会

画
像
処
理

一
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
　
公
佳

白
黒
フ
イ
ル
ム
ー
Ｓ
Ｏ
感
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
本
　
　
昭

立
面
集
合
写
真
覚
書
Ⅱ
Ｉ
構
成
エ
レ
メ
ン
ト
編
―
　
　
　
栗
山
　
雅
夫

仏
像
と
写
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
漱
　
毅

。
金
井
杜
男

あ
な
た
が
参
考
に
し
て
い
る
本
は
何
で
す
か
？
　
　
　
　
今
泉
由
紀
子他

在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ

頒
価
　
一
号
―
五
号
　
口山
切
れ
　
エハ
号
１
人
号
　
　
　
一二
五
〇
〇
円

九
号
　
一二
〇
〇
〇
円
　
　
一
〇
号
１

一
六
号
　
一一一五
〇
〇
円

送
料
　
一
冊
―
四
冊
　
　
五
〇
〇
円

五
冊
―

一
〇
冊
　
一
〇
〇
〇
円
　
　
一
一
冊
以
上
　
無
料

ご
注
文
は
、
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
ま
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ご
送
金
は
郵
便
振
替
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宛
先
　
一Ｔ
六
三
〇
―
八
五
七
七
　
奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
番

一
号

奈
良
文
化
財
研
究
所
気
付
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

電
話
　
〇
七
四
二
十
三
〇
十
六
人
三
人

郵
便
振
替
　
口
座
番
号
　
〇

一
〇
五
〇
十
九
十
九
九
三
〇

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

　

げ
付
ｄ
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要
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